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我が家（築15年程 ジオデシックドーム）

（庄内・土岐川最源流 恵那市三郷町野井）

庄内・土岐川最源流

ここに住む人が「最上流階級」？



１．JST-RISTEX Projectの目的



■解決すべき社会の問題

小水力発電は、既存エネルギー代替として有望であると
考えられてきたにもかかわらず、本格的普及に至っていな
い。

水力だけでなく、その他豊富な分散型エネルギー・生物
資源がある中山間地域は、過疎高齢化や地域産業の衰
退により疲弊している。



■検証すべき仮説と検証方法（社会実験）

仮説：小水力発電は、既存エネルギー代替（主に、燃料・事
業用電力の代替）として、コスト面・環境面ともに十分に魅力
的である。農村は自らの自然資源である小水力を活かすこ
とで、エネルギー自立と地域活性化の可能性を持つ。
（愛知県豊根村 ：人口1,500人でエネルギー支出5億円/年）

方法：上記のことを社会実験により示す。そのために、小水
力発電の導入の妨げとなっている障壁（技術的課題・制度
上の制約・合意形成上の課題）を明らかにし、小水力発電の
本格的普及を促進する方策を明らかにする。具体的には、
低コストの実現、エネルギー利活用技術・社会システム・事
業モデル、許認可のあるべき姿、利害関係調整方式等を提
案し、小水力発電の爆発的普及・啓発を行う。
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目標構造の整理（研究開始当初）



目標構造の再整理（修正案）
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２. JST-RISTEX Projectの研究開発成果



戸レベルでのエネルギー自給モデルの提示
“一家に1台小水力発電！！”

落差：0.5m 流量：0.2㎥ 観測出力：951W
※ 最後の課題は、水の粘性抵抗！！



“一家に1台小水力発電！！”
●成果と問題点、課題

・成果 ： ３年以上連続稼働

実測で950W (落差50㎝、流量0.2㎥）
（バッテリーを用い、自給可能に）

・問題点 ： 実験機のため高価
（150万円ほどだが、量産すれば半額？）
農業用水という公共施設の利用
個人で水利権等許可取得困難

・課題 ： 公共施設の個人利用のルール化
（社会システム化）

： 量産による低コスト化の検討



戸レベル電力自給システムの開発と実証

砂防堰堤上流から浸透方式により取水
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形式 諸元

有効落差 11.5
流量（L/s） 20
出力（kW） 1.0

効率 約
50%

項目 緒元
水車タイプ 上掛け
定格流量 （L/s） 25
直径(m) 4
出力（W） 400

項目 緒元

取水
方法

浸透
取水

直径 200
全長 480m

砂防堰堤

ターゴインパルス

上掛け水車



バッテリーを用いた独立電源回路

制御盤制御盤

制御盤制御盤
制御盤制御盤

制御盤制御盤バッテリー

(12V*150Ah*6本)
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充電制御回路充電制御回路

充電器２充電器２ 充電器１充電器１

AC200V

DC24V

DC24V

橋本宅

家屋

インバータ

（3kW）

インバータ

（3kW）

系
統
電
力

AC100V

橋本宅の電力消費

約600kWh/月 =約20kWh/日

バッテリー容量は9kWh

橋本宅の半日分をカバー

AC100V

充電制御回路は、バッテリー
電圧が一定以下になると、充
電器２を動作させ、満充電で
切断。

ダミーロード（温水タンクへ）

ターゴインパスル(1kW)

上掛け(0.4kW)
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気付きのツール「ピコピカ」の開発
“目指せ、全国で１万基！！”

落差：0.1m 流量：0.０１㎥ 観測出力：5W 
羽根材質：PP 発電機：ハブダイナモ（シマノ）
※ 数10Wの安価な発電機が欲しい！！



「ピコピカ」の爆発的普及（全国で約250台）

気仙沼市大谷中学校気仙沼市大谷中学校



“1万台普及を目指す「ピコピカ」”
●成果と問題点、課題

・成果 ： 既に２５０基、当面の目標は１，０００基？
⇒小水力の見える化

環境教育のツールとして最適
⇒気仙沼市大谷中学校へ（10台）

様々な地域主体が参加
（学校、自治会、行政、地域企業・・・・）

街路灯だけでなく、獣害対策用電柵の電源に
災害時の非常用電源に

・問題点 ： メンテナンスフリーとはいかない！
（草その他が引っ掛かる！）

今のところ、普通河川が中心！！
少々高価？

・課題 ： 技術公開と地域での生産へ
「大学生⇒高校生⇒小学生」という指導システム確立

（既に試行）



水利ネットワーク懇談会 ：情報共有と相互理解の場の創出

関係者一覧

経産省中部経済産業局 エネルギー対策課
経産省中部経済産業局 電力・ガス事業課
農水省北陸農政局 水利整備課
国交省北陸地方整備局 河川部水政課
富山県 河川課・農村整備課・商工企画課
富山市 環境政策課
黒部市 農林整備課
土地改良区（常西用水・黒部左岸・愛本新・庄川沿岸）
北陸電力㈱ 技術開発研究所・土木部水力室
他、研究プロジェクト関係者

許認可権を有する省庁，県，市など自治体，電力会社，土地改良区などの小水力に
関する利害関係者が自由に討議できる場（水利ネットワーク懇談会）

小水力発電推進のための問題点の発掘と共通認識

発電事業者の負担軽減方法の提示を目指す

事業や流域ごとに小水力発電の手続きを一括して行う協議会をゴールイメージ
（平成20,21,22年度に計10回程度の懇談会を開催）

法制度的課題解決
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法制度的課題解決
河川法，電気事業法，土地改良法など関係法は農業用水を利用した小水力発
電の実施を前提に定められていない（すべての解る専門官がいない）
→各省庁の行政担当者が自分に関連する手続きのみに対応

行政担当者の小水力発電に関する知識に差がある，手続きの変更などの上
局からの情報が末端の部局に十分に伝わらない

小水力発電の必要性については各省庁で一定の理解は得られているものの，
実務になると，省庁間での連携や協力体制が整っていない点もある

今後の方向

1. 自治体や土地改良区による小水力
発電

2. 地域主体による小水力発電

3. 地域電力によるエネルギー自給

4. 農村をエネルギー生産基地に

1. 自治体や土地改良区による小水力
発電

2. 地域主体による小水力発電

3. 地域電力によるエネルギー自給

4. 農村をエネルギー生産基地に 19



「出口」の設計
電力利用の最有力候補＝EV 「Eコミバス」

最高速度：20km/h 航続距離：50km 



“出口の最有力候補＝EV 「Eコミバス」”

●成果と問題点

・成果 ： 地域の公共交通の新たなスタイルを提案
（時速20㎞の移動感）

地域企業による開発・製造
既に多数の市町村からオファーあり

桐生、宇奈月は既に実施
箱根、下呂・・・・・・

・問題点 ： 高価
充電に関する社会インフラ不足

・課題 ： より安価に
「スロー」な価値観への転換



地域主体形成への取り組み
“多様な地域主体形成＝「でんき宇奈月プロジェクト」等”



地域主体形成
●成果と問題点、課題

・成果 ： 宇奈月、黒部、石徹白等での主体形成
人口270人の石徹白に I－ターン者９名！
（石徹白見学者は年1,000人！）

宇奈月温泉で第２回全国小水力サミット開催
（恵那・中津川で第３回全国小水力サミット開催）

・問題点 ： 小水力だけで「地域主体形成」は困難？
小水力は地域雇用をあまり生まない？
（木質バイオマスは主体形成・雇用創出OK）

・課題 ： 電気の共同利用・共同購入の検討



３. 究極の問題は何か？



中央集権による巨大なハンディ

日本社会 ヨーロッパ型社会
（中央集権型社会） （地方分権型社会）

無駄な労力を使ってはいないか？？

技術を論じる前にやるべき事が多過ぎ

国内技術は育ちにくい環境



国・県（州）の関与

地域の後押し出る釘はうたれる
（地域の妨害）

市町村の関与

小水力普及に必要な住民エネルギー

中央集権型社会 地方分権・住民主権型社会

エネルギー不足で果
てた人

関与の度合い

主体形成論の空しさはどこにあるか

地域の関与



究極の課題＝潜在的自治力の覚醒

• そもそも、自治とは何か？
参考になる、途上国での自立支援（地域主体の為すべきこと）

《明確な地域課題の認識 ⇒ 課題解決のための計画・予算策 ⇒ 予算執行 ⇒
事業継続と評価》

• 実はあった、潜在的自治力！
3.11後の福島に見る、潜在的自治力の覚醒

・市民放射能測定所（行政に頼らず、自ら資金調達、運営）
・同時多発的に発生した「持続可能地域」の構想（若手経営者、有機農家グループ）

• 自治の楽しさを知る
「木の駅プロジェクト」に見る自治の楽しさ

・土場の確保、集材量、間伐材販売先、地域通貨発行・使用可能店舗決定・・・等々
の全てを「実行委員会」で決定

探せばまだまだ沢山ある「自治」の卵
・自主管理の地域簡易水道組合（まさに「コモンズ」、ライフラインを地域で管理）
・石徹白くくりひめによる「カフェ」


